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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第３四半期の業績（平成26年４月１日～平成26年12月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第３四半期 12,923 5.1 754 17.6 755 15.6 436 20.5

26年３月期第３四半期 12,291 － 641 － 653 － 362 －
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第３四半期 93.36 82.54

26年３月期第３四半期 88.96 74.12
(注) １．当社は、第３四半期の業績開示を平成26年３月期より行っているため、平成26年３月期第３四半期の対前
　 年同四半期増減率を記載しておりません。
　 ２．当社は、平成25年８月14日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っております。そのため

前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。
　 ３．当社は、平成25年12月３日に東京証券取引所マザーズに上場したため、平成26年３月期第３四半期の潜在
　 株式調整後１株当たり四半期純利益は、新規上場日から平成26年３月期第３四半期会計期間末までの平均

株価を期中平均株価として算定しております。
　 ４．従来、店舗の譲渡及び譲受に伴う固定資産の除売却費用等を特別損益に計上しておりましたが、平成27年

３月期第１四半期会計期間より、営業外損益に計上する方法に変更したため、平成26年３月期第３四半期
累計期間及び平成26年３月期の主要な経営指標については、当該変更を反映した遡及修正後の数値を記載
しております。

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年３月期第３四半期 6,808 3,010 44.2

26年３月期 5,542 2,481 44.8
(参考) 自己資本 27年３月期第３四半期 3,010百万円 26年３月期 2,481百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

27年３月期 － 0.00 －

27年３月期(予想) 20.00 20.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　

３．平成27年３月期の業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,773 1.8 1,035 12.8 1,030 10.3 600 19.1 123.76
(注)１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無

　２．平成26年３月期の経常利益について遡及修正を行っているため、対前期増減率及び対前年同四半期増減率は遡
　 及修正後の数値との比較によるものであります。
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期３Ｑ 4,854,600株 26年３月期 4,651,000株

② 期末自己株式数 27年３月期３Ｑ 32株 26年３月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期３Ｑ 4,673,615株 26年３月期３Ｑ 4,071,667株
　

（注）当社は、平成25年８月14日付で普通株式１株につき200株の株式分割を行っております。そのため当該株式分割が
前事業年度の期首に行われたと仮定して「期末発行済株式数」と「期中平均株式数」を算定しております。

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の
開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料における予測値及び将来の見通しに関する記述は、当社が現在入手可能な情報による判断及び仮定に基づいて
おります。その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化により、実際に生じる結果が予測内容
とは実質的に異なる可能性があり、当社は将来予測に関するいかなる内容についても、その確実性を保証するもので
はありません。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間（平成26年４月１日～平成26年12月31日）における我が国経済は、個人消費に弱さがみら

れるものの、所得や雇用環境の改善傾向が続くなかで、原油価格の下落や、政府の経済対策、日本銀行の金融政策

等を背景に、景気はゆるやかな回復基調が続いております。

当社の属する宅配食市場におきましても、高齢化社会の進展、女性の社会進出、小規模世帯の増加、インターネ

ットの普及等により、今後も堅調に推移すると考えられます。

このような状況の下、当社は「ご家庭での生活を『もっと美味しく、もっと便利に』」をテーマに、調理済食材を

中心とした宅配事業の展開を基本戦略とし、１つの拠点に複数のブランドを出店する「複合化戦略」を展開すると

ともに、お客様に支持される価値ある商品づくりに取組み、顧客の獲得、収益構造の強化を図ってまいりました。

その結果、当第３四半期累計期間の業績は売上高12,923百万円（前年同四半期比5.1％増）、営業利益754百万円

（前年同四半期比17.6％増）、経常利益755百万円（前年同四半期比15.6％増）、四半期純利益436百万円（前年同四半

期比20.5％増）となりました。

事業ごとの業績は以下のとおりであります。

① 宅配事業

ＦＣを含むチェーン全体の店舗数においては、宅配寿司「銀のさら」を５店舗（ＦＣ店）、宅配御膳「釜寅」を

５店舗（ＦＣ店）、宅配寿司「ろくめいかん」を15店舗（直営店８店舗、ＦＣ店７店舗）、提携レストランの宅配

代行サービス「ファインダイン」を３店舗（直営店）出店いたしました。また、直営とＦＣの区分が変更された

ことにより、直営店は「銀のさら」３店舗の純増となっております。

これにより当第３四半期会計期間末における店舗数は591店舗（直営店170店舗、ＦＣ店421店舗）、拠点数は374

拠点（直営店88拠点、ＦＣ店286拠点）となりました（※）。

※当社チェーンでは、商品を宅配するための事業所を全国に配置しており、これを「拠点」と呼んでおります。

また、消費者に提供するメニューの種類ごとに設置される設備（宅配寿司「銀のさら」や宅配御膳「釜寅」

等）、及び「ファインダイン」における消費者が選ぶことのできる提携レストランのラインナップ（メニュー）

毎の配送機能を「店舗」と呼び、一つの「拠点」に複数の「店舗」を設置することがあります。

宅配寿司「銀のさら」の商品戦略としましては、人気の高い「大トロ」「天然生エビ」といった期間限定商品

を、宅配御膳「釜寅」では、「焼さば」「松茸」を用いた期間限定商品や、「うに」「カキ」といった、高級食材を

使用した新メニューを展開いたしました。また、「銀のさら」においては、年末年始を含む12・１月が、年間にお

いて一番お客様のご利用数が多く、収益を獲得できる時期であるため、高級食材を使用した期間限定桶の提供、

早期のＷＥＢ予約受付に加え、年末年始のメニュー内容を変更することによるオペレーションの効率化により、

お客様の満足度及び収益性の向上に努めてまりました。

販売戦略としましては、「お誕生日には、お寿司でお祝い」をコンセプトとした、認知度向上施策を実施してお

ります。繁忙期であるお盆・年末年始を中心に、誕生日を笑顔でお祝いするテレビＣＭ「顔」編を放映、また

「銀のさら」公式ホームページにおいて、お祝いしたい方にプレゼントすることができる「ハッピーバースシー」

ミュージックビデオ作成サービスを提供しております。当サービス利用促進のために、ＹｏｕＴｕｂｅやＴｗｉ

ｔｔｅｒでの広告動画配信や、宅配寿司「銀のさら」の販促物への記載を行い、認知の向上を目指しております。

また、６月～12月においては、ファミリー層への認知度・売上向上に向けて、お子様に人気のあるアニメキャ

ラクター「ポケットモンスター」とのタイアップキャンペーンを実施しております。既存顧客に向けては、顧客

属性にあわせた計画的なＤＭの実施、メールマガジンの配信等、ＣＲＭ（※）の確立に向けた活動を行ってまい

りました。

　

※Customer Relationship Managementの略。顧客接点での情報を統合管理し、顧客との長期的な関係性を構築、

製品・サービスの継続的な利用を促すことで収益の拡大を図るマーケティング手法。
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また、４月に新ブランドとしてスタートいたしました宅配寿司「ろくめいかん」においては、９月よりＦＣ出

店を開始いたしました。現在15店舗（直営店８店舗、ＦＣ店７店舗）を展開しております。「ろくめいかん」は、

宅配寿司「銀のさら」よりも低価格で、日常的なご利用をさらに促進することを目的とした、宅配寿司の第２ブ

ランドとなります。「銀のさら」の同一拠点内に複合化して出店することで、店舗設備・物流インフラ・食材・人

財・顧客データ等を共有して生産性を高めつつ、売上を拡大することで、更なる収益化を目指してまいります。

　

宅配弁当「銀のお弁当」においては、平成26年２月より開始した株式会社シルバーライフとの業務提携により、

提供商品、営業体制の見直し等を行いました。販売促進においては、一般シニア層に向けた販売促進に加え、ケ

アマネージャーやデイサービスなどの介護施設への販売促進活動を行い、新規顧客獲得・リピート促進に努めて

まいりました。商品戦略においては、トライアル店舗にて、宅配代行サービス「ファインダイン」の提携レスト

ランのお弁当をお届けするなど、お客様の満足度を高める施策を実施しております。

　

宅配代行業態であります「ファインダイン」においては、８月にＷＥＢサイト及び受注システムを一新いたし

ました。注文いただいた提携レストランの場所とお届け先の住所を元に配達時間の予測を算出し、お客様ごとに

配達までの時間の告知を行うなど、注文におけるお客様の利便性の向上、また、システムの連携による手作業の

削減等、ファインダイン店舗内におけるオペレーションの改善を実現しております。

販売戦略においては、既存の配布メニューの形態を変更することで、費用対効果の高い販売促進に取り組んで

おります。また、既存顧客に向けては、定期的なメールマガジン・クーポンの配信等を行い、顧客の注文頻度向

上に向けた活動を行ってまいりました。

　

これらの施策の結果、宅配事業における当第３四半期累計期間の売上高は、12,907百万円（前年同四半期比5.1

％増）となりました。

　

② その他事業

その他の事業として主に展開しております「リトルアーティスト」においては、住宅メーカー等にむけての営

業活動を積極的に行い、ブランドの認知・注文数向上に向けて活動してまいりました。

これらの施策の結果、その他事業における当第３四半期累計期間の売上高は、16百万円（前年同四半期比19.0

％増）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

(資産)

資産は、前事業年度末に比べて1,265百万円増加し、6,808百万円（前事業年度末残高5,542百万円）となりまし

た。これは主に、季節的な売上変動に伴い売掛金が870百万円、一時保有の有価証券が300百万円増加したことによ

るものであります。

　
(負債)

負債は、前事業年度末に比べて736百万円増加し、3,797百万円（前事業年度末残高3,061百万円）となりました。

これは主に、季節的な売上変動に伴い買掛金が968百万円増加した一方で、法人税等を納付した事により未払法人税

等が184百万円、長期借入金が114百万円減少したことによるものであります。

　
(純資産)

純資産合計は、前事業年度末に比べて529百万円増加し、3,010百万円（前事業年度末残高2,481百万円）となりま

した。これは主に、新株予約権の権利行使による増資により資本金、資本剰余金がそれぞれ46百万円、四半期純利

益の計上により利益剰余金が436百万円増加したことによるものであります。

　

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の業績予想につきましては、平成26年５月15日に公表いたしました業績予想から変更はございま

せん。

なお、業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後様々な要因によって

予想数値と異なる場合があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（２）追加情報

表示方法の変更

従来、直営店のＦＣ化を目的とした店舗譲渡に伴い発生する「固定資産売却益」を特別利益に「固定資産除売却

損」を特別損失に計上しておりました。また、ＦＣ店の直営化を目的とした店舗譲受に伴い発生する「加盟店舗買

取損」を特別損失に計上しておりましたが、改めて表示方法を検討した結果、当期より「固定資産売却益」を営業

外収益に「固定資産除売却損」及び「加盟店舗買取損」を営業外費用に計上する方法に変更しております。

　当該変更は、フランチャイズ展開の戦略上、直営店の譲渡、ＦＣ店の譲受を行うことがあり、今後も経常的に発

生すると見込まれることから、このような店舗売買に伴い発生する損益を経常損益計算に含めることで、当社の事

業活動の実態をより適切に表示するために行ったものであります。

　この表示方法の変更を反映させるために、前第３四半期累計期間の損益計算書において、特別利益の「固定資産

売却益」に計上していた25,536千円を営業外収益に、特別損失の「加盟店舗買取損」に計上していた4,074千円、

「固定資産除売却損」に計上していた2,452千円を営業外費用に組替えております。

　この結果、前第３四半期累計期間の経常利益が19,009千円増加しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,410,089 2,366,029

売掛金 1,052,665 1,922,801

有価証券 － 300,000

商品 29,796 29,779

原材料及び貯蔵品 102,912 249,040

その他 294,273 425,521

貸倒引当金 △31,942 △103,243

流動資産合計 3,857,794 5,189,928

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 486,890 462,188

その他（純額） 179,423 155,267

有形固定資産合計 666,313 617,456

無形固定資産 252,418 245,063

投資その他の資産

差入保証金 565,755 562,058

その他 292,579 287,184

貸倒引当金 △92,468 △93,557

投資その他の資産合計 765,866 755,684

固定資産合計 1,684,598 1,618,203

資産合計 5,542,392 6,808,132

負債の部

流動負債

買掛金 867,821 1,836,784

1年内返済予定の長期借入金 174,652 158,652

未払金 663,017 659,292

未払法人税等 315,137 130,384

資産除去債務 4,571 1,887

その他 216,386 251,979

流動負債合計 2,241,586 3,038,978

固定負債

長期借入金 392,349 277,378

資産除去債務 107,266 120,089

その他 319,953 360,765

固定負債合計 819,568 758,233

負債合計 3,061,155 3,797,211

純資産の部

株主資本

資本金 836,634 883,355

資本剰余金 740,384 787,105

利益剰余金 904,219 1,340,562

自己株式 － △103

株主資本合計 2,481,237 3,010,920

純資産合計 2,481,237 3,010,920

負債純資産合計 5,542,392 6,808,132
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 12,291,242 12,923,278

売上原価 6,803,833 7,156,207

売上総利益 5,487,409 5,767,070

販売費及び一般管理費 4,845,831 5,012,320

営業利益 641,577 754,750

営業外収益

固定資産売却益 25,536 27,051

その他 4,155 10,644

営業外収益合計 29,692 37,695

営業外費用

固定資産除売却損 2,452 13,391

加盟店舗買取損 4,074 16,173

その他 10,797 6,895

営業外費用合計 17,324 36,459

経常利益 653,945 755,985

特別利益

受取補償金 4,025 －

その他 3,100 －

特別利益合計 7,126 －

特別損失

リース解約損 2,360 4,519

その他 811 －

特別損失合計 3,172 4,519

税引前四半期純利益 657,900 751,466

法人税等 295,679 315,123

四半期純利益 362,221 436,343
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成26年12月31日付で新株予約権の権利行使による払込みを受けました。この結果、当第３四半期累計

期間において、資本金及び資本準備金がそれぞれ46,721千円増加し、当第３四半期会計期間末において、資本金が

883,355千円、資本剰余金が787,105千円となっております。

（セグメント情報等）

当社は、報告セグメントが宅配事業のみであり、当社の業績における「その他」の重要性が乏しいため、記載を

省略しております。
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